
           
 

 

■ 

長
野
県
・東
御
市 

 

東
御
市
は
浅
間
連
山
を
背
に
、 

中
央
に
千
曲
川
が
流
れ
る
緑
あ

ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
平
成
16
年

に
東
部
町
と
北
御
牧
村
が
合
併

し
て
で
き
た
新
市
で
す
。
面
積

は
天
童
市
と
同
じ
く
ら
い
で
、

人
口
は
３
万
２
千
人
、
高
齢
者

人
口
７
３
６
６
人
と
天
童
市
の

半
分
で
す
。 

介
護
予
防
事
業
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

65
歳
以
上
の
全
て
の
高
齢

者
を
対
象
に
プ
ー
ル
教
室
（
有

料
）
や
生
き
生
き
サ
ロ
ン
で
介

護
予
防
活
動
（
無
料
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

特
定
高
齢
者
（
要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
の
高
い
高
齢
者
）
を

対
象
に
し
た
介
護
予
防
事
業
に

つ
い
て
は
、
特
定
高
齢
者
を
把

握
す
る
た
め
に
、
自
治
区
の
実

情
に
合
わ
せ
て
、
福
祉
運
営
委

員
や
保
健
指
導
員
（
自
治
区
ご

と
に
市
長
が
委
嘱
）
の
協
力
で

認
知
症
予
防
・
早
期
発
見
の
た

め
に
、「
脳
い
き
い
き
教
室
」、

足
腰
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
健
脚
測
定
と
指
導
を
す
る

「
足
腰
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
教
室
」

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
８
０
０

〜
９
５
０
名
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
各
地
区
の
公
民
館
で
の
開 

            催
や
各
区
の
保
健
指
導
員
の
声

か
け
が
功
を
奏
し
て
い
ま
す
。 

 

認
知
症
予
防
に
は
「
二
段
階

方
式
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て

お
り
、
認
知
の
予
防
、
早
期
発

見
、
進
行
防
止
・
回
復
に
大
き

な
成
果
が
あ
る
よ
う
で
す
、 

 

こ
れ
ら
に
よ
り
把
握
し
た
特

定
高
齢
者
は
２
０
０
人
ち
ょ
っ

と
お
り
、
通
所
型
の
介
護
予
防

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

＊ 

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

器
械
を
使
用
し
た
筋
力
向

上
の
運
動
を
理
学
療
法
士

や
健
康
運
動
指
導
士
が
個

別
指
導 

（
30
名
） 

＊ 

プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

健
康
運
動
指
導
士
が
個
別

指
導
（
20
名
） 

＊ 

セ
ン
タ
ー
で
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス 

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
介
護

予
防
講
座
・
昼
食
・
入
浴
・

趣
味
活
動
等
（
１
６
０
名
） 

＊ 

宅
老
所
で
の
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス 

宅
老
所
で
趣
味
活
動･

日

常
動
作
訓
練
（
20
名
） 

＊ 

閉
じ
こ
も
り
予
防 

介
護
保
険
事
業
所
で
閉
じ

こ
も
り･

認
知
症
・
う
つ
予

防
の
予
防
（
５
名
） 

 

長
野
県
は
介
護
保
険
導
入
前 

      

か
ら
老
人
福
祉
施
策
が
進
ん
で

お
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
し
た
。 

 

保
健
指
導
員
は
２
年
任
期
で

す
が
、
交
代
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
関
心
が
高
ま
る
こ
と
や
、

協
力
す
る
姿
勢
が
で
る
な
ど
の

効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

■
静
岡
県
・掛
川
市 

 

掛
川
市
は
静
岡
県
の
西
部
に

位
置
し
、
平
成
17
年
に
大
東
町
、

大
須
賀
町
と
合
併
。
面
積
は
２

６
５
平
方
㌖
、
人
口
11
万
４
千

余
の
市
で
、
全
国
に
先
駆
け
て

生
涯
学
習
都
市
を
宣
言
し
た
ま

ち
で
有
名
で
す
。 

保
健
事
業
の
取
り
組
み
と 

福
祉
・医
療
の
連
携 

 

市
の
庁
舎
か
ら
離
れ
た
場
所

に
あ
る
掛
川
市
徳
育
保
健
セ
ン

タ
ー
に
は
福
祉
生
活
部
の
保
健

予
防
課
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
師
会
館
（
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
）
が
隣

接
し
て
い
ま
す
。 

 

妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

県
の
事
業
の
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
が
、
市
は
制
限
な
し
で
助
成

し
て
い
ま
す
。 

 

乳
児
期
で
は
６
か
月
児
に
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
絵
本
１
冊
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

幼
児
期
に
保
育
園
・
幼
稚
園

で
フ
ッ
素
洗
口
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
１
、
２
園
や
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

事
前
に
保
護
者
へ
の
説
明
会
を

開
い
て
、
希
望
を
と
り
、
希
望

し
な
い
児
童
に
は
水
で
代
用
す 

      

る
そ
う
で
す
。 

 

か
か
り
つ
け
手
帳 

 

合
併
と
同
時
に
市
長
が
替
っ

て
、
お
薬
手
帳
の
機
能
を
高
め

た
「
か
か
り
つ
け
手
帳
」
の
作

成
を
提
案
。
三
師
会
の
快
諾
を

得
て
、
手
帳
作
成
・
普
及
費
用

と
し
て
３
５
０
万
円
を
補
助
。

９
万
冊
作
成
し
、
三
師
会
を
通

じ
て
、
掛
川
市
と
近
隣
の
菊
川

市
、
御
前
崎
市
の
病
院
、
診
療

所
、歯
科
医
院
、薬
局
に
配
布
。

市
民
へ
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
紙
で

Ｐ
Ｒ
活
動
し
、
昨
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。 

 

医
療
機
関
で
は
検
査
・
診
断

結
果
、
歯
科
医
院
は
処
置
記
録

や
入
れ
歯
の
作
成
履
歴
、
薬
局

で
は
従
来
の
お
薬
手
帳
の
内
容

に
加
え
て
医
師
・
歯
科
医
師
へ

の
報
告
事
項
を
記
入
し
て
い
る
。

情
報
の
一
元
化
、
共
有
化
で
、

不
必
要
な
投
薬
や
検
査
、
危
険

な
副
作
用
回
避
な
ど
、
長
い
目

で
見
れ
ば
、
医
療
費
削
減
に
も

つ
な
が
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

保
健
活
動
推
進
委
員 

 

市
内
33
地
区
か
ら
２
０
１

名
の
保
健
活
動
推
進
委
員
が
選

出
さ
れ
、
行
政
と
地
域
の
健
康

づ
く
り
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
区
長
推
薦
で

２
年
の
任
期
で
す
。 

 

主
な
活
動
は
保
健
事
業
の
Ｐ

Ｒ
や
協
力
、
地
区
活
動
、
研
修
・

講
習
会
な
ど
で
す
が
、
市
立
病

院
の
見
学
（
３
・
５
ｈ
）
を
必

ず
行
っ
て
お
り
、
市
民
の
病
院

と
し
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と

や
気
付
い
た
意
見
を
直
接
ぶ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど

天
童
で
も
検
討
の
余
地
が
あ
る

の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

（
厚
生
・
伊
藤
和
子
） 
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◎ 

毎
月
第
２
土
曜
日
に
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
生
活

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
共
産
党
天
童
市
議

団
で
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

◆ 

伊
藤
和
子 

☎
（
６
５
３
）
５
１
９
６ 

◆ 

石
垣
昭
一 

☎
（
６
５
３
）
３
７
１
５ 
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行
政
視
察
報
告
① 

５
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、
厚
生
・
建
設
常
任
委
員
会
で 

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

厚
生
常
任
委
員
会 



 

建設常任委員会 
■ 愛媛県・松山市 

■はじめに 
 松山市は平成17年１月１日に、隣接する１市１町と合併し人口約52万人の四国最

大の都市となった。平成 13 年に発生した芸予地震や今後 30 年で 50％の確率で発生

するといわれている南海地震の被害予測等により、消防防災対策を一層強化する必要

性にせまられている。 

 平成15年に策定した総合計画のなかに「安全・安心日本一のまちづくり」を加え、

防災体制の確率を重要施策として位置づけ、地域防災力の向上を図ることを目的に、

原動力となる消防団の活性化と自主防災組織の充実強化に努めている。 

■ 松山市消防団の概要と問題点 
消防団員定数2301人、 実員数2242人、 平均年齢43.5歳 

○ 社会環境の変化等から消防団員が減少し、団員の高齢化とともにサラリーマ

ン化等で年々団員の確保が困難になっている。 

○ 合併により山間地など、有人の離島６島が編入され常備消防がなく消防団の

活動強化が課題となっている。 

■ 機能別消防団員導入の経緯 
平成 17年 1月、消防庁通知「消防団員の活動環境の整備について」 
「機能別団員」－特定の活動のみに参加する団員 
地域住民が消防団に参加しやすい環境をつくるための組織・制度の多様化の一例

として機能別消防団員制度を導入する。 
○ 平成 17年 4月消防庁通知後、全国初の機能別団員の採用を行った。 

■ 郵政職員の消防団入団について 
平成16年推進委員会を設置し、日本郵政公社四国支社と協議を行う。 

沿岸部に位置し津波・高潮の被害が想定される松山西郵便局と提携。 

 平成17年 4月 1日から運用開始、31人が松山消防団に入団 

 

○ 活動内容 

大規模災害時の①消防団員の人員確保②サラリーマン団員の日中不在時の活

動支援③郵政業務が地域に精通していること等を採用の理由として、大規模災

害時に限定した活動をする。 

災害時の活動として防災情報の通報、住民への情報提供、避難誘導支援、 

負傷者の救出応急救護等で平常時は防災訓練、研修を行う。 

■ 大学生防災サポーターの消防団入団について 
市内4大学に協力を求め、チラシ等募集ポスターの掲示を行う。 

平成18年 4月―74名で発足する。 

○ 災害時の活動内容 

避難所での活動を主な任務としチーム編成している。 

① 情報連絡②物資管理③物資配布④通訳⑤救護等。 

日常は訓練の参加とともに救急指導をうける。 

■ 事業所消防団員について 
平成19年 4月運用を開始する 

ネッツトヨタ瀬戸内株式会社より10名入団 

○消防団分団に所属し日中に限定し、通常火災に出動するなどの消防活動を行う。 

在職する基本団員(在職する地域消防団員)の被雇用者団員が多い地域におい

て事業所を単位として班を組織している。 

○ 基本団員と同じ身分であり出初式や行事・訓練に参加する。 

 

■ ま と め  
松山市消防団では、45％が被雇用者団員(サラリーマン団員)であり、社会環境の影
響により消防団員の高齢化を始め団員数の確保など多くの課題に直面していま

す。天童市に於いても例外ではありません。地震などの大規模災害等で市民をど

う守るのか、地域消防団の役割は極めて重要であり、女性消防団の創設を始めと

した機能別消防団のあり方を検討することが求められています。 

                        （建設・石垣昭一） 
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